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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年８月２１日 

件   名 隅田川等における未来に向けた水辺整備のあり方について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 事業調整担当課 

内   容 

東京都建設局が隅田川等における未来に向けた水辺整備のあり方につい

て取りまとめたので、以下のとおり報告する。 

 

１ 目的 

隅田川下流域を中心に水辺と街の連続性・回遊を高め、水辺のにぎわ

いを生む取組について、社会情勢の変化等を踏まえ、水辺の『ゆとりと

潤い』を活かした今後の水辺整備のあり方について検討する。 

 

２ 主な内容 

  本あり方は、「未来の東京」の実現に向けて、水辺整備の今後の方向

性と取組イメージを示したものである（別紙参照 Ｐ３～４）。 

（１）今後の方向性 

「水辺のゆとりと潤いを活かした東京顔づくり」として、点・線・ 

面の考え方による水辺を基軸としたネットワークを構築していく。 

ア 点：『水辺の拠点』を設定し、重点的に施策を実施 

イ 線：『川の軸』を展開し、動線・ネットワークを強化 

ウ 面：『水辺の利活用』を進め、魅力を街に拡げる 

（２）取組イメージ 

水辺空間の質向上や街とのつながり、利活用推進、可能性の拡がり 

の４つの視点で考え、以下の４つの取組を展開していく。 

ア 居心地が良く歩きたくなる（ウォーカブルな）水辺空間の創出 

イ まちづくりと連携した河川整備の推進 

ウ 恒常的な利活用の仕組みづくり 

エ 新たな事業展開・連携 

 

３ 今後の方針 

  関係部署に周知し、今後の計画及び協議に活用してもらう。 
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隅田川等における未来に向けた水辺整備のあり方【概要版】

• 隅田川下流域を中心とした水辺の魅力を活かした東京の顔づく
りに取り組み、およそ１０年が過ぎようとしている。

• 東京の水辺を取り巻く状況は、河川空間の利活用の進展や新し
い生活様式等の大きな変化を迎えている。

• 未来の東京に向けて、隅田川等が持つゆとりと潤いを活かした
水辺整備の今後の方向性を検討したものである。

背景と経緯

これからの水辺整備に求められるもの
水と緑のゆとりと潤いにあふれる水辺

人々が集いにぎわいが生まれる水辺

『水辺のゆとりと潤いを活かした東京の顔づくり』
水辺のゆとり・うるおい・にぎわいをつなぐ

動線強化（テラス照明）

「点」：『水辺の拠点』を設定し、重点的に施策を実施

「線」：『川の軸』を展開し、動線・ネットワークを強化

「面」：『水辺を利活用』を進め、水辺の魅力を街に拡げる

「点」「線」「面」による
水辺を基軸としたネットワークの構築

隅田川等における水辺整備に関する今後の方向性
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水辺を活用した
施設の利用経験

（居住地域の水害安全度を調べた経験）

n=1,603

n=218

水辺を活用した施設の利用者は、
水害安全度について調べた経験が多い

水辺空間の利用ニーズは増加

• 水辺空間を都市の貴重なオープンスペースとして捉えた上で
の地域の特性に合わせた利活用の促進

• 人々の意識や行動が変化する中での、ゆとりや居心地の良さ
等の水辺空間への新たなニーズやポテンシャルの活用

• 水辺空間の整備と利活用を進めることによる防災機能（ハー
ド）と防災意識（ソフト）の向上

隅田川テラスの利活用

2014（H26～）

隅田川下流域を中心とした事業展開
水辺の拠点整備や動線強化、利活用の規制緩和など

2024（R６~）

未来の東京に向けた
次の10年、その先への取組

今後のあり方 行政・民間・地域等
の計画や企画など

隅田川テラス通行量（秋・休日）
東京都調査

水辺の利用経験と水害安全度を調べた経験
「河川に関する世論調査」東京都（2021）

①隅田川下流域の拡充

②隅田川上流域への拡大

③他の流域への展開

今後の取組展開

2023年6月
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『水辺のゆとりと潤いを活かした東京の顔づくり』の取組イメージ

居心地が良く歩きたくなる水辺空間の創出
隅田川全域で
水辺のウォーカブルネットワークを創出する

• 重点施策エリア（水辺の拠点）における
集中的な取組の展開
－［築地］［佃・越中島］［両国］［浅草］
［千住・白鬚］［尾久・小台］［新田・豊島］［岩淵］

• 水辺の動線強化の推進
－動線強化（照明、連続化、スロープ等）の
下流域での拡充と上流域への展開 等

• ウォーカブルな水辺空間の創出
－舗装の再修景、段差解消、緑化の充実、
ベンチ、サインの設置等
（ウォーカブルデザインの導入検討） 等

隅田川下流域
の拡充

隅田川上流域等
への展開

多摩地域の河川等への
試行や検討

これまでの10年

これからの10年

未来の東京へ

水辺のゆとりと潤いを生かした東京の顔づくり
• 水辺のオープンスペースの更なる利活用促進
• 隅田川の下流域の拡充、上流域への展開
• 多摩地域の河川等への試行や検討

隅田川をロールモデルとした東京全体への展開
• 隅田川等の水辺整備のさらなる発展・成熟
• 他流域も含めた東京の水辺全体への展開

まちづくりと連携した河川整備の推進
まちづくりの機会等を捉えた官民連携による
水辺の拠点整備を推進する

• 再開発や公園整備等と連携した
スーパー堤防等の河川整備
－再開発や都市再生等のまちづくりと連携
した河川整備

－荒川高規格堤防や沿川公園と連携した
河川整備 等

• 地域の交流や街の活性化につながる
「まちづくり」との連携
－沿川地域のまちづくりビジョン等の都市
計画や景観形成との連携

－地域や民間と連携した河川施設の活用 等

※地域や民間による利活用と連携した河川整備
や河川施設等の活用を進めていくことで、水
辺と街のつながりを強化していく。 船着場関連施設の活用イメージ

恒常的な利活用の仕組みづくり
多様な利活用を生む、持続可能な水辺の
マネジメントの仕組みを構築する

• 特例占用の更なる活用による
水辺のにぎわい創出
－民間事業と連携した利活用の促進
（イベント広場等の面的な占用の試行) 等
－まちづくりと連携した利用環境の向上
（アクセスサインや電気、水道等） 等

• 多様な主体の活動を促すための
仕組みの構築や情報発信の強化
－中間支援組織の検討（利用調整や
情報発信、公共貢献等の一元化等） 等

－隅田川サポーター等による水辺の活動
連携や情報発信の強化 等

新たな事業展開・連携
隅田川上流域や他河川等での可能性を模索し、
新たな水辺の利活用へと拡げていく

• 舟運等の活用による
隅田川と荒川を結ぶネットワーク構築
－隅田川と荒川を結ぶ舟運やイベント等と
連携した防災船着場の活用
（防災船着場の平常時利用拡大、
荒川河川敷の利用連携等） 等

• 健康増進や防災意識向上への取組促進、
他河川への展開
－ウォーキングコースの設定等による健康
増進への取組や防災船等を活用した防災
訓練の展開

－利活用のルールや先例事例などの情報
発信強化による他河川への展開 等

まちづくりと連携した堤防活用イメージ

居心地の良い修景のイメージ

動線強化（照明）のイメージ テラスでのイベント広場のイメージ

恒常的な水辺の利活用イメージ

緑豊かな荒川河川敷の利用連携イメージ

防災船等を活用した防災訓練のイメージ

※取組イメージは、方向性を踏まえた一案であり、
実現に当たっては、各主体による具体的な計画立案
や関係機関・地域等との調整を要するものである。

今後の展開の考え方

人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間の創出
• 隅田川下流域を中心とした事業展開
• 照明等の動線強化、官民連携事業等の導入

 各主体による具体的な計画検討

 上下流での水辺の動線強化の推進

 水辺の拠点での沿川まちづくりとの連携

 次の１０年を目標とした段階的な発展

 隅田川をロールモデルとした展開

隅田川等における未来に向けた水辺整備のあり方【概要版】2023年6月

4

Administrator
長方形



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年８月２１日 

件   名 花畑川環境整備事業の取組み状況について 

所管部課名 道路公園整備室道路整備課 

内   容 

花畑川環境整備事業の取組み状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 花畑川環境整備その１工事の進捗状況について 

（１）工事の進捗状況（別紙１参照 Ｐ６） 

現在、盛土工事が完了し、護岸工事を進めている。 

（２）工事の再開について（別紙２参照 Ｐ７） 

盛土を安定させるための養生期間が終わり、８月中旬より、工事を再

開した。 

再開に伴い、近隣への周知を行った。 

 

２ 第３回花畑川を考える会の開催結果について 

（１）開催年月日 令和５年６月２７日（火） 

（２）場   所 佐野地域学習センター（佐野二丁目４３番５号） 

（３）内   容 

  ア 現在の工事の状況 

  イ 今後の検討スケジュール 

  ウ 周辺河川の整備事例の紹介 

  エ 関連団体へのヒアリング結果について 

（４）主な意見 

  ア デザインの検討は、議論に時間をかけず、足立区が専門家の意見を 

踏まえた整備案を示してほしい。 

 イ 花畑川環境整備事業全体の精査を行い、その１区間以降の確実なス

ケジュールを示してほしい。 

 ウ スケジュールを優先しつつも、より良いものを検討していきたい。 

エ その１工事が綺麗に仕上がってきており、完成への期待が高まって

いる。 

  オ 最近は豪雨が続いているため、水害への不安が募っている。中川や

綾瀬川で行っている改修事業の情報も、随時提供してほしい。 

（５）今後の予定 

年 月 日 内  容 

令和 5年 10月 30日 第 4回花畑川を考える会の開催 
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～令和４年９月完了
軟弱地盤対策

～令和５年８月頃
盛土工

～令和４年１１月頃
地盤改良工

～令和６年１０月頃
護岸工

⚫泥土に安定処理材
を添加する

⚫建設重機が乗れる
地盤を作る

⚫ 散策路部が地滑り
を起こさないように
する

⚫ 護岸下の補強を行
う

⚫ 将来の散策路部
へ土を盛る

現在施工中

※ 雪見橋（西側）から富士見歩道橋（東側）にむけて撮影

現在の「その１」工事の状況 別紙１

養生期間完了（８月頃） 護岸工事（令和６年１０月頃まで）

散策路を作るための土を入れる
工事「盛土工事」の養生期間が
終わりました

散策路を河川の水流などから保護
するために、石（護岸）を積んでい
きます

⚫ 土が崩れないよう

に保護する

⚫ 土が河川の水で流

されないよう保護

する

※ 写真は周辺河川での施工事例
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 足立区では、区民の皆様の安全安心を守り、「憩いの場」「地域交流の場」となるよう

花畑川の環境整備工事を進めています。「その１」工事は、「軟弱地盤対策工事」「地盤

改良工事」「盛土工事」を経て、いよいよ「護岸工事」に入ります。 

 

 

 

 

 

護岸工事完了後、令和７年度内に「散策路工事」が完了するよう、専門家などの

意見を伺いながら設計を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点等がございましたら、連絡先までお問い合わせください。 

※ 雪見橋から富士見歩道橋までの一部区間のみ完成予定。 

※ 現在、設計中のため、完成後とは色調等が異なる場合があります。 

散策路工事整備イメージ 

花 畑 川 工 事 の 進 捗 に つ い て 

花畑川環境整備その１工事に関するご報告 第２号（令和５年７月） 

月見橋 雪見橋 富士見歩道橋 桜木橋 花見橋 

足立区 都市建設部 道路整備課 整備第二係 

【 電 話 】03-3880-5925 【FAX】03-3880-5620 

【 メ ー ル 】kukaku@city.adachi.tokyo.jp 

連
絡
先 

護岸工事 施工イメージ 

 

 

護岸工事 施工前の状況 

※ 雪見橋（西側）から富士見橋（東側） 

に向けて撮影 

一段ずつ石を積んでいきます 

「身近な緑と水の景観」の創出へ  令和 6年度 10月頃～令和 7年度内  
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「護岸工事」が始まります  令和 5年 8月頃～令和 6年 10月頃 

 

 
施工イメージ 作業時間 

 ８：００～１７：００（平日のみ） 

 ※ 天候や作業の状況により、変更する場合があります。 

 

一日でも早く、工事が完了するよう努めて参ります。 

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
散策路を水流から守るために、

石を積んでいきます。 

 

 

約１．４ｋｍの桜並木を 

楽しめる整備を行います 

桜並木の散策路へ！ 
 

 

身近に自然を感じられる 

散策路の整備を行います 

歩きたくなる工夫も！ 
  

 

安全を第一に、水面へ 

近づける整備を行います 

気軽に水面へ近づける！ 

植樹予定の河津桜 散策路整備イメージ 転落防止柵イメージ 

別紙２ 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 
令和５年８月２１日 

件   名 竜井堀親水水路に関する工事説明会について 

所管部課名 
都市建設部都市建設課  

道路公園整備室道路整備課 パークイノベーション推進課 

内   容 

竜井堀親水水路に関する工事説明会の開催について、以下のとおり報

告する（別紙 位置図、現地写真参照 Ｐ１０）。 

 

１ 竜井堀親水水路の在り方に関する地域の意見 

地元町会・自治会・小学校 

相 手 方 概 要 

＜地元町会 ８町会＞ 

青井四丁目第三自治会 

青井兵和町会 

青井第一自治会 

青井四丁目緑会 

青井三丁目町会 

青井三丁目東自治会 

青井三丁目中央自治会 

日商岩井綾瀬マンショ

ン自治会 

 

＜学校関係＞ 

青井小学校 

開かれた学校づくり協

議会 

 

＜その他＞ 

障がい者団体 

地元マンション 

--------青井小学校前について-------- 

・青井小学校前の歩道を広くしてほしい 

・青井小学校前の歩道は、すれ違い困難 

なところがある 

・景観よりも安全面が大切だと思う 

・地域の高齢化が進んでおり、シルバー 

カーなども通れる安全で広い歩道にし

てほしい 

------青井みどり公園前について------ 

・青井みどり公園前は憩いの場となって 

いるので残してほしい 

・子どものことを考えると現状維持が望 

ましい 

・青井みどり公園前だけでも「水」を残 

してほしい 

------------全体的な意見----------- 

・できるならすべて現状維持が望ましい 

・「水」の流れを感じることで、心が和 

む施設なので、できるなら残してほしい 

・子どもの意見も聞いてほしい 

・沿線住民の方々の意見も聞いてほしい 

・廃滅となっても、現地へ堀があった記 

録看板を残してほしい 

 

２ 竜井堀親水水路に関する工事説明会について 

（１） 開催日時 

令和５年８月２０日（日）午前１０時から 

（２） 場所 

青井小学校体育館 

（３） 内容 

  ア 竜井堀親水水路周辺をとりまく状況 

  イ 地域要望を踏まえた竜井堀親水水路の整備について 

    （循環施設撤去、水路の維持、狭あい部の歩道拡幅） 
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  ウ 工事スケジュールについて 

    （綾瀬新橋架け替えに影響させないよう２期に分けて施工） 

（４） 周知方法 

  ア ポスティングによる配布 

  イ 現地掲示 

  ウ 区ホームページ掲載 

  エ ＳＮＳへの掲載 

 

３ 今後の予定 

時 期 内  容 

令和 5年 8月 工事説明会 

令和 5年 10月 １期工事着手（循環施設撤去） 

令和 6年 3月 １期工事完了（循環施設撤去） 

令和 6年度 2期工事（水路の維持、狭あい部歩道拡幅） 

 

４ 問題点・今後の方針 

  説明会でのご意見を踏まえながら、改修をおこなっていく。 
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別紙

位置図

循環施設（管理棟・貯水槽）

竜井堀親水水路延長：約６４０ｍ（開きょ部 約３００ｍ）
綾瀬新橋の南西から青井みどり公園西側まで続く親水水路

①

①青井小学校南側付近 ②青井みどり公園西側

②

用地買収97％済（R4.3.31）

現況：約0.9ｍ

青井小学校

青井みどり公園

＜凡 例＞

①②

：地域の意見
ヒアリング範囲

：写真撮影方向
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年８月２１日 

件   名 
住宅セーフティネット制度による家賃低廉化を行った公社住宅の入居者募

集の審査結果について 

所管部課名 
あだち未来支援室子どもの貧困対策・若年者支援課 

福祉部親子支援課 建築室住宅課 

内   容 

東京都住宅供給公社（以下「ＪＫＫ」という。）の一部空き住戸を活用

した専用住宅の入居者募集について、審査結果を報告する。 
 

１ 公募の実施 

（１）対象世帯 

ひとり親世帯、児童養護施設退所者等世帯（里親からの自立者含む） 

（２）受付期間 

   令和５年６月１日（木）～令和５年６月１６日（金）必着 

 

２ 応募状況および審査結果（ひとり親世帯のみ） 

対象住宅 公募数 応募数 審査結果 

千住東町住宅 2戸 1世帯 入居決定 

西新井本町住宅 1戸 1世帯 自己都合の辞退 

青井五丁目住宅 1戸 1世帯 入居決定 

興野町住宅 1戸 1世帯 入居決定 

（１）応募結果 

対象住宅の公募数に対して、応募数が満たないもしくは同数のため、

抽選等は行わず応募者全員を資格審査対象者に決定。 

（２）審査結果 

   西新井本町住宅の資格審査対象者は辞退となり、その他の３世帯に 
ついてＪＫＫが審査を行い、入居が決定。令和５年８月１日より家賃

低廉化補助を開始。 
 
３ 問題点・今後の方針 

  今回の取組み結果について、東京都、ＪＫＫ、足立区の３者間で検証

を行い、次回の募集実施等の検討を進める。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年８月２１日 

件   名 
都営保木間第５及び南花畑五丁目アパート建替事業に係る「南花畑五丁目 

地区地区計画原案説明会」について 

所管部課名 建築室住宅課 区営住宅更新担当課 都市建設部都市建設課 

内   容 

標記都営アパートの建替えに伴い、都市計画法第１６条に基づく地区計

画原案の説明会を以下のとおり開催する。 

 

１ 説明会 

（１）開催日時 令和５年９月１２日（火）午後７時～午後８時（予定） 

（２）開催場所 足立区総合スポーツセンター ２階会議室 

（３）対 象 者 都住周辺の居住者及び団地内店舗権利者へ別紙（Ｐ１４参

照）のとおり周知、開催する。都住居住者は別途都が対応

する。 

 

２ 説明内容 

（１）南花畑五丁目地区地区計画原案の内容について 

都営住宅地内と周辺道路の一部の区域に地区計画を定める。主に道

路、公園、広場などの配置及び建築物等の用途や高さに制限をかける。 

（２）地区計画と同時に行う都市計画について 

一団地の住宅施設及び土地区画整理事業を施行すべき区域の変更、用

途地域、高度地区、防火地域及び準防火地域の変更を行う。 

 

３ 今後の予定 

年 月 内   容 

令和5年 9月中旬～ 
都市計画法第16条に基づく地区計画の公
告、縦覧、意見書受付 

令和5年10月中旬 足立区都市計画審議会 

令和5年11月下旬～ 
都市計画法第17条に基づく都市計画の公
告、縦覧・意見書受付 

令和5年12月中旬 足立区都市計画審議会 

令和6年 2月上旬 東京都都市計画審議会 

令和6年 3月上旬 都市計画告示 
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４ 今後の方針 

事業主である東京都と連携し、地元住民への丁寧な説明を行いながら

都市計画手続きを進めていく。 

 

５ 位置図 

（１）説明対象範囲及び説明会会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地区計画区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       説明対象範囲       地区計画区域  

 
 

 

 

説明対象範囲(団地内店舗権利者含む) 

都営住宅 

【説明対象範囲】 
都住周辺の居住者等 

地区計画区域 
都営保木間第５アパート 

都営南花畑五丁目アパート 
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１ 団地の建替えや、公園、広場などの配置 

ルールを定めた地区計画について 

２ 建物の用途や形状などを規制する 

 用途地域等について 

 

juutaku@city.adachi.tokyo.jp（E-mail） 
 

令和５年 

月 

団地の建替えに関する 

 ルールをお知らせします 

 

 
        

 

 
 

 

～地区計画等（原案）の説明会開催のお知らせ～ 
 

 

日時 

９ 12 日 （火） 
 午後 ７時～８時  

 

会場 

 

※このお知らせは、

団地内の土地等の

所有権者と、周辺

のみなさまにお配

りしております。 
 

お問合せ先 

都市計画手続きについて 

都市建設課 都市計画係 

tosikeikaku@city .adachi.tokyo.jp（E-mail）  
 
 

足立区 都市建設部 

●花畑学園 

●都立 
 淵江高 

●道海公園 

● 

東保木間公園 

保木間第５アパート 
南花畑五丁目アパート 

 
【団地の建替え等に関す 
るルールを定める範囲】 

 

補助 261号線 

【説明会場】 

総合スポーツセンター 

グラウンド 

会場入口 

 補
助

256
号
線 

 
令和５年２月１４日の

説明会で示した「建替まち

づくり構想」に沿った、 

建替えルールです。 

 

南花畑五丁目地区 

説明会の内容 

 

建設計画・工事や 

移転補償等の説明 

ではございません 

 

地区計画の内容・その他全般について 

建築室 住宅課 団地建替調整係 

3880-5280   3880-5619 
 

（電話）  （FAX）  3880-528３    3880-561５  
 

（電話）  （FAX）  

別紙 
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